「公立大学法人大阪府立大学にかかる年度評価の考え方について」の決定について（案）
○　平成２５年４月から大阪府地方独立行政法人評価委員会条例を改正し、これまでの一の評価委員会から法人単位の評価委員会へ再編したことを踏まえ、大阪府としては全庁的な均衡を図る観点から、評価委員会の運営や評価の実施するに当たっての基本的考え方となる「大阪府における地方独立行政法人評価委員会の運営及び評価の基本的な考え方」（以下「基本的な考え方」という。平成２５年６月１０日施行）を策定した。
○　この基本的な考え方を標準に、評価委員会において運営規程及び評価に関する必要な事項を定める。
○　なお、この基本的な考え方の施行の日以前に、従前の大阪府地方独立行政法人評価委員会で決定された年度評価の考え方については、中期目標期間中の評価の統一性を図る観点から、評価を実施する際の基準として引き続き使用することができるとしている。（基本的な考え方のⅢの７「経過措置」）
○　このため、府立大学評価委員会においては、従前の年度評価の考え方を踏襲することを基本に、「１．趣旨」の文言の一部を修正するとともに、「４．項目別評価の具体的方法」の（１）の③中のウエイト設定に関する記載について削除する。
　　※ウエイト設定に関する記載の削除について
　　　　第2期中期目標期間における業務実績報告書の整理、簡素化に伴い、第1期目標期間中における「１取組で構成する小項目評価」から「複数の取組みを一定集約して構成する小項目評価」に変更したことに伴い、ウエイト付けを行わないこととしたことから、今回、年度評価の考え方において整理するもの。
	新
	旧

	公立大学法人大阪府立大学にかかる年度評価の考え方について
大阪府公立大学法人大阪府立大学評価委員会
平成２５ 年　 月　 日決定
１．趣旨
○　公立大学法人にかかる各年度の業務実績の評価（年度評価）にあたっては、「大阪府における地方独立行政法人評価委員会の運営及び評価の基本的な考え方」（平成２５年６月１０日施行）を踏まえながら、特に、教育研究の特性や大学運営の自主性・自律性などを考慮した評価がなされるよう、以下に示した方針及び評価方法等により実施する。
２．基本方針　（省略）
３．評価方法　（省略）
４．項目別評価の具体的方法　
　 (１)「教育研究等の質の向上に関する項目」のうち、「地域貢献等に関する項目」及び「国際化に関する項目」、「業務運営の改善及び効率化に関する項目」、「財務内容の改善に関する項目」、「自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する項目」、「その他業務運営に関する重要項目」の評価
○①公立大学法人による自己評価、②評価委員会による自己評価結果の　検証・評価、及び③評価委員会による大項目ごとの評価、の手順で行う。それぞれの手順の具体的な方法は次のとおりとする。
　①、②　（省略）
　　　③評価委員会による大項目ごとの評価
・評価委員会において、小項目評価の結果と特記事項の記載をもとに、大項目ごとの進捗状況について、Ｓ・Ａ～Ｄの５段階による評価を行なう。
Ｓ･･･「特筆すべき進捗状況」（特に認める場合）
Ａ･･･「計画どおり」（すべてⅢ～Ⅴ）
Ｂ･･･「おおむね計画どおり」（Ⅲ～Ⅴが９割以上）
Ｃ･･･「やや遅れている」（Ⅲ～Ⅴが９割未満）
Ｄ･･･「重大な改善事項あり」（特に認める場合）
　　　　（削除）
　　
　（２）　（省略）
５．全体評価の具体的方法　（省略）
６．年度評価の具体的な進め方とスケジュール　（省略）

	公立大学法人大阪府立大学にかかる年度評価の考え方について
大阪府地方独立行政法人評価委員会
平成17 年12 月16 日決定
平成19 年　2 月14 日改正
平成24 年　3 月16 日改正
１．趣旨
○　公立大学法人にかかる各年度の業務実績の評価（年度評価）にあたっては、「大阪府地方独立行政法人の評価の基本的な考え方」（平成17 年2 月21日決定）を踏まえながら、特に、教育研究の特性や大学運営の自主性・自律性などを考慮した評価がなされるよう、以下に示した方針及び評価方法等により実施する。
２．基本方針　（省略）
３．評価方法　（省略）
４．項目別評価の具体的方法　
　 (１)「教育研究等の質の向上に関する項目」のうち、「地域貢献等に関する項目」及び「国際化に関する項目」、「業務運営の改善及び効率化に関する項目」、「財務内容の改善に関する項目」、「自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する項目」、「その他業務運営に関する重要項目」の評価
○①公立大学法人による自己評価、②評価委員会による自己評価結果の　検証・評価、及び③評価委員会による大項目ごとの評価、の手順で行う。それぞれの手順の具体的な方法は次のとおりとする。
　①、②　（省略）
　　　③評価委員会による大項目ごとの評価
・評価委員会において、小項目評価の結果と特記事項の記載をもとに、大項目ごとの進捗状況について、Ｓ・Ａ～Ｄの５段階による評価を行なう。
Ｓ･･･「特筆すべき進捗状況」（特に認める場合）
Ａ･･･「計画どおり」（すべてⅢ～Ⅴ）
Ｂ･･･「おおむね計画どおり」（Ⅲ～Ⅴが９割以上）
Ｃ･･･「やや遅れている」（Ⅲ～Ⅴが９割未満）
Ｄ･･･「重大な改善事項あり」（特に認める場合）
・小項目評価の結果を考慮するにあたっては、小項目ごとに付けられたウェイトを踏まえることとする。なお、ウェイトについては、法人が各項目の重要性を勘案してあらかじめ設定することとする。
　（２）　（省略）
５．全体評価の具体的方法　（省略）
６．年度評価の具体的な進め方とスケジュール　（省略）



資料 ２








